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発表内容 公 開

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （１）NEDO事業としての妥当性
（２）事業目的の妥当性

NEDO

Ⅱ．研究開発マネージメント （１）研究開発目標の妥当性
（２）研究開発計画の妥当性

NEDO

（３）研究開発実施の事業体制の妥当性
（４）研究開発成果の実用化、事業化に向けた

マネジメントの妥当性
（５）情勢変化への対応等

Ⅲ．研究開発成果

（５）情勢変化への対応等

（１）中間目標の達成度
（ ）成果 意義

PL
研究開発成果

（２）成果の意義
（３）知的財産権等の取得
（４）成果の普及
（５）成果の最終目標の達成可能性

Ⅳ．実用化・事業化の見通し

（５）成果の最終目標の達成可能性

（１）成果の実用化可能性
（２）事業化までのシナリオ

PL

（２）事業化までのシナリオ
（３）波及効果

2/22



Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （１）NEDO事業としての妥当性 公 開

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

概要

従来のガラス溶融エネルギーを大幅に削減する革新的技術の開発。

事業原簿Ⅰ－９

H17～H19年度エネルギー使用合理化技術戦略的開発/先導研究にて、気

中加熱技術の基礎技術を確立、大幅な省エネ効果が期待できる。

グ ガ気中溶解（インフライトメルティング）法を用いることで、ガラス溶融工程に要

する時間を大幅に短縮し、所要エネルギーを６割削減目指す。

実用性を高めるためガラスカレット（ガラス再生原料）の高速加熱と撹拌均質実用性を高めるためガラスカレット（ガラス再生原料）の高速加熱と撹拌均質

化技術も並行して開発する。
造粒原料

造粒装置原料

造粒原料

造粒装置原料

プラズマ

カレット

予熱装置

溶融装置

プラズマ

カレット

予熱装置

溶融装置

ガラス融液

酸素燃焼炎 撹拌槽

加熱原料

溶融装置

加熱カレット

高速清澄槽

成形工程
ガラス融液

酸素燃焼炎 撹拌槽

加熱原料

溶融装置

加熱カレット

高速清澄槽

成形工程

気中溶融法の概念図

溶解槽溶解槽
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③ 事業の位置付け

公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （１）NEDO事業としての妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

③ 事業の位置付け

エネルギーイノベーションプログラム基本計画
事業原簿Ⅰ－１

・総合エネルギー効率の向上総合エネルギ 効率の向上
・超燃焼システム技術
・省エネ型産業プロセス

ガラス製造プロセスガラス製造プロセス
に位置付けられる。

研究開発項目：革新的ガラス溶融プロセス技術開発研究開発項目：革新的ガラス溶融プロセス技術開発
プラズマ等による高温を利用してガラス原料を瞬時にガラス
化することにより、極めて効率的にガラスを溶融する技術を
開発する。
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③ 事業の位置付け

公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （１）NEDO事業としての妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

③ 事業の位置付け

Cool Earthｰエネルギー革新技術開発計画

効率向上 低炭素化

事業原簿Ⅰ－４

①高効率天然ガス
火力発電

③二酸化炭素回
収・貯留（ＣＣＳ）

④革新的
太陽光発電

低炭素
エ
ネ
ル
ギ
ー

②高効率
石炭火力発電

⑤先進的
原子力発電

発電
・送電

⑦高度道路

⑥超電導高効率送電

⑧燃料電池自動車

ー
供
給
側

⑩バイオマスか

超電導導体

絶縁層

超電導シールド層

断熱管

超電導導体

絶縁層

超電導シールド層

断熱管

⑨プラグインハイブリッド自動車・⑦高度道路
交通システム

⑫革新的製鉄プロセス

⑧燃料電池自動車

運輸

エ
ネ

⑩バイオマスか
らの輸送用代替
燃料製造

⑨プラグインハイブリッド自動車
電気自動車

⑬省エネ住宅・ビル ⑭次世代高効率照明

⑪革新的材料・製造・加工技術
⑫革新的製鉄プロセス

⑮定置用燃料電池

産業

民生

ネ
ル
ギ
ー
需

⑱HEMS/BEMS/地域レベルEMS※

⑬省 ネ住宅 ビル ⑭次世代高効率照明

⑯超高効率
ヒートポンプ

⑰省エネ型
情報機器・システム

⑮定置用燃料電池民生需
要
側

部門横断 ③⑲高性能電力貯蔵 ⑳パワーエレクトロニクス部門横断 水素製造・輸送・貯蔵12 ③ＣＣＳ
（再掲）
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③ 事業の位置付け

公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （１）NEDO事業としての妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

③ 事業の位置付け

○次世代省エネデバイス技術
幅広い分野で使用される半導体などの

○時空を超えたエネルギー利用技術
余剰エネルギーを時間的・空間的な制約を超

○超燃焼システム技術
燃焼を省く又は効率的に行うことによ

省エネルギー技術戦略の構築（５つの重点分野）
事業原簿Ⅰ－２

幅広い分野で使用される半導体などの
デバイスの高性能化により省エネを図

る技術。

例：シリコンカーバイド（ＳｉＣ）を用いた
変圧器・モーター等の省電力化技術等

余剰エネルギーを時間的・空間的な制約を超
えて利用することにより省エネを図る技術。

例：工場の廃熱を、遠方の需要地へ輸送し、有
効利用する技術等

燃焼を省く又は効率的に行うことによ
り製造プロセスの省エネを図る技術。

例：プラズマ技術によるガラス製造技
術等

熱を搬送

○先進交通社会確立技術○省エネ型情報生活空間創生技術
・輸送機器の効率化とモーダルシフトなど利用形態の高度化により

省エネを図る技術。

例：自動車の燃費改善技術、ＩＴを利用した信号制御（下図参照）、
新交通システム技術等

生活スタイルの変化を踏まえ、高効率機器とＩＴ技術との融合
により省エネを図る技術。

例：人感センサーによって、空調、照明等を統合管理する技
術等

（走行車両の挙動にあわせた信号制御技術）

 光ビーコン

専用IDでのUplink 専用 ID で の Uplink

光ビーコン

通信エリア通信エリア 
専用IDでのUplink 専用 ID で の Uplink

光ビーコン

通信エリア通信エリア 

車両 A 車両B

信号機１ 信号機２ 

信号機制御ﾕﾆｯﾄ信号機制御ﾕﾆｯﾄ 信号機制御ﾕﾆｯﾄ信号機制御ﾕﾆｯﾄ

信号機ネットワーク 
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④ が関与する意義

公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （１）NEDO事業としての妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

④ NEDOが関与する意義

革新的ガラス溶融プロセス技術の開発：
ガラス産業がエネルギ 多消費型であると共に 年々

事業原簿Ⅰ－４

ガラス産業がエネルギー多消費型であると共に、年々
増大する高品質化ガラスへの対応のため製造に係る
消費エネルギーの増加が予想される消費エネルギ の増加が予想される。

① 抜本的省エネルギー化が必須
② 二酸化炭素排出削減に寄与
③ ガラス産業の国際競争力アップ

研究開発の難易度が高く、開発リスクが大

NEDOのもとに産・官・学のノウハウ・技術を融合させ、NEDOのもとに産 官 学のノウハウ 技術を融合させ、
相互補完的な開発体制を構築してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進
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公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （２）事業目的の妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

現行のガラス製造プロセス

約１５０年前に開発された蓄熱式加熱法（シーメンス炉）がﾍﾞｰｽ

事業原簿Ⅰ－８

成形・製品工程

天火加熱による大型槽での溶融 ・ 脱泡

均質化

成形 製品

溶解・清澄室溶解・清澄室

原料投入

混合原料

シ メ 炉

混合原料

カレット

シーメンス炉
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公 開

⑤ 国内外の研究開発の動向

Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （２）事業目的の妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

ガラス製造工程別消費エネルギーの割合

ガラス製造工程

⑤ 国内外の研究開発の動向 事業原簿Ⅰ－８

原料調整 溶解／均質化 成形 製品化

ガラス製造工程

ガラス製造時の消費エネガラス製造時の消費エネ
ルギーでは、溶解・均質
化工程が全体の５０％～
８０％を占めている。８０％を占めている。

データ出典：Industrial Glass Bandwidth Analysis 2006
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公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （２）事業目的の妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

市場規模（例：ＰＤＰ・液晶テレビ国内出荷台数）

JEITA統計データより

事業原簿Ⅰ－８

90000
（千台／月）

80000

90000

溶解に高いエネルギーが必要な
高品質板硝子の需要は年々増加傾向

60000

70000

出
荷

40000

50000
荷
台
数

20000

30000

0

10000

～～ ～
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2015 2020 2030
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公 開

⑤ 国内外の研究開発の動向

Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （２）事業目的の妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

研究開発の目指すもの

現行ﾌﾟﾛｾｽ

⑤ 国内外の研究開発の動向

革新的な溶解方法である気中溶解（イ

事業原簿Ⅰ－１０

均質化均質化

現行ﾌ ﾛｾｽ 革新的な溶解方法である気中溶解（イ
ンフライトメルティング）法を用いること
により、溶解炉のコンパクト化と、極め
て短時間にガラス融液の生成が可能

溶解・清澄室溶解・清澄室

原料供給口原料供給口原料供給口原料供給口

となる。

酸素燃焼バーナー

排ガス排出口

酸素燃焼バーナー

排ガス排出口

酸素燃焼バーナー

排ガス排出口

酸素燃焼バーナー

排ガス排出口

開発ﾌﾟﾛｾｽ

多相アーク

プラズマ電極 脱泡・清澄槽
多相アーク

プラズマ電極 脱泡・清澄槽
多相アーク

プラズマ電極 脱泡・清澄槽
多相アーク

プラズマ電極 脱泡・清澄槽

開発ﾌ ﾛｾｽ

世界初！
溶解槽溶解槽溶解槽溶解槽

ガラス原料溶解エネルギー
従来の約１／３（６６％省エネ）を

世界初！

～5m 溶融ガラス流出口～5m 溶融ガラス流出口～5m 溶融ガラス流出口～5m 溶融ガラス流出口目指す。
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公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （２）事業目的の妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

現行技術 開発技術 事業原簿Ⅰ－１０現行技術

造粒原料
【開発課題１】
高速ガラス溶解技術

原料造粒技術

不均質な溶解
水アメ状融液を長時間
かけて均質化

開発技術

・ 原料造粒技術
・ 気中加熱技術
・ 品質評価
・ 溶解・清澄挙動解析
・ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

けて均質化

熱

SiO2 Na2CO3 CaCO3

原料の山

【開発課題２】
カレット加熱技術

・ 高効率加熱技術

SiO2 Na2CO3 CaCO3

Al2O3 カレット

易溶融成分の

融液

SiO2 リッチ成分

脱泡も長時間必要

選択的溶け出し の凝集体生成
【開発課題３】
ガラス融液混合技術

・ 高速混合技術
・ 均質性評価技術脱泡も長時間必要

５０m

２０

５０m

２０

現行炉における
原料溶解過程の推定 仕切りのない溶解＆脱泡工程

均質性評価技術

高速溶解・短時間均質化
滞留時間減少・装置小型化

３m
２０m

原料
３m

２０m

原料

天火重油バーナー

体構造の槽

滞留時間減少 装置小型化

気中溶解 高速脱泡高速撹拌

～５日間に及ぶ長時間溶融

成形工程成形工程一体構造の槽
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設備小型化・半日以下で完全溶融へ



⑥ 実施の効果

公 開Ⅰ．事業の位置付け・必要性 （２）事業目的の妥当性
「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

⑥ 実施の効果 事業原簿Ⅰ－７

指標Ａ ： エネルギー削減率＝６５．６％標 減

指標Ｂ ： 市場規模（2020年、2030年は同程度と想定）
小型炉：184万×0.4 =73.6万kl

デ プフラットパネル用ディスプレイ炉：12万×2.45×1.84 =54.1万kl
中型炉：184万×0.3－12万 =43.2万kl
（大型炉：184万×0.3 =55.2万kl）

指標Ｃ ： 普及率
２０２０年 ： 小型炉の約5割、フラットパネルディスプレイ用の炉

の約3割 中型炉の約3割に導入と想定の約3割、中型炉の約3割に導入と想定
２０３０年 ： 小型炉の約７割、フラットパネルディスプレイ用の炉

の約5割、中型炉の約5割に導入と想定

省エネ効果量

２０２０年 ： ４３．２万kL／年
２０３０年 ： ６５ ７万kL／年
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２０３０年 ： ６５．７万kL／年

① 事業の目標（２０１０年度 中間目標）

Ⅱ．研究開発マネージメント （１）研究開発目標の妥当性 公 開

事業原簿Ⅱ－１

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

研究開発項目 中間目標（Ｈ２２年度末） 根 拠

①気中溶解
（ｲﾝﾌﾗｲﾄﾒﾙ

A‐1 プラズマ・酸素燃焼炎
加熱のハイブリッド化技術

多相アーク電極の消耗≦50mg／min
30分以上の安定したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ加熱

電極混入不純物１％以下。
基礎段階での必要安定度

ﾃｨﾝｸﾞ）技術
開発 A‐2 プラズマ・酸素燃焼炎

加熱の高付加価値ガラス
への適用性評価

液晶ガラスに対する特徴の明確化
泡挙動観察・解析可能なサンプル作製

開発技術の評価手段として
必要

A‐3 超高効率気中加熱用

試 験 炉 開 発 及 び エ ネ ル
ギー低減技術

1ton炉での溶融エネルギー
1000kcal/kg‐glass以下

最終目標溶融エネルギー
（900kcal/kg‐glass）への中間
設定

A 4 超高効率気中加熱用 1mm径以下の残存泡 ≦0 1個/kg 粗溶解レベルでの許容範囲A‐4 超高効率気中加熱用

原料及び溶融ガラス品質
の評価

1mm径以下の残存泡 ≦0.1個/kg 粗溶解レベルでの許容範囲
（既存清澄工程で泡消失が
可能なレベル）

A‐5 気中溶融特有の現象 融液清澄を直接観察。物性の定量評価 開発技術の評価手段として
と融液挙動の解明 融液中のガス成分濃度測定 必要

A‐6 シミュレーション予測と
高精度迅速化技術

試験炉熱収支内訳を精度±13%で予測 最終目標精度（±５％）への
中間設定

②ガラスカレット高効率加熱技術 1200℃まで１分以内でカレット昇温 溶解炉の小型化に伴うカレッ
ト昇温条件

③ガラス原
料融液とカ

C‐1 高速混合技術 透光評価での均一混合4hr以内で達成 最終目標（２hr以内）への中
間設定料融液とカ

レット融液と
の高速混合
技術

間設定

C‐2 混合融液の均質性評
価技術

泡と脈理を分離検出・定量化し技術確立 開発技術の評価手段として
必要
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① 事業の目標（２０１２年度 最終目標）

Ⅱ．研究開発マネージメント （１）研究開発目標の妥当性 公 開

事業原簿Ⅱ－１

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

研究開発項目 最終目標（Ｈ２４年度末） 根 拠

①気中溶解
（ｲﾝﾌﾗｲﾄﾒﾙ

ﾞ

A‐1 プラズマ・酸素燃焼炎
加熱のハイブリッド化技術

ハイブリッド加熱を３０分以上の連続運
転でプラズマ変動±１０％以内達成

ハイブリッド加熱実用化のた
めの基礎段階として必要

ﾃｨﾝｸﾞ）技術
開発 A‐2 プラズマ・酸素燃焼炎

加熱の高付加価値ガラス
への適用性評価

１種類以上の特殊硝子溶融におけるプ
ラズマ、ハイブリッド加熱の実用性を判
断

インフライトメルティング技術
の適用範囲拡大と実用化促
進

A‐3 超高効率気中加熱用

試 験 炉 開 発 及 び エ ネ ル
ギー低減技術

カレットなしでソーダ石灰硝子製造での
溶融エネルギー 900kcal/kg‐glass以下 世界トップレベルの挑戦

A‐4 超高効率気中加熱用 連続インフライトメルティング試験溶融し インフライトメルティング技術A 4 超高効率気中加熱用

原料及び溶融ガラス品質
の評価

連続インフライトメルティング試験溶融し
たガラスの組成均質性が標準的なガラ
スびんと同等

インフライトメルティング技術
のソーダ石灰ガラス適用への
実用性判断

A‐5 気中溶融特有の現象
と融液挙動の解明

インフライトメルティング条件とガラス融
液 性質及び清澄とカ ガ 融液

インフライトメルティング、清
澄 混合技術開発 方向付と融液挙動の解明 液の性質及び清澄とカレットガラス融液

との混合の相関に関する科学的知見
澄、混合技術開発の方向付
けに必要

A‐6 シミュレーション予測と
高精度迅速化技術

試験炉熱収支内訳を精度±5%で予測 シミュレーションの実用化に
必要なレベル高精度迅速化技術 必要な ル

②ガラスカレット高効率加熱技術 カレットのみで硝子製造1800kcal/kg‐
glass以下、1200℃・１分以内でｶﾚｯﾄ昇温

インフライトメルティングに
マッチした加熱技術確保

③ｶﾞﾗｽ原料 C‐1 高速混合技術 透光評価での均一混合2hr以内で達成 インフライトメルティングに③ ﾗ 原料
融液とｶﾚｯﾄ
融液との高
速混合技術

イン ライ ティング
マッチした混合技術確保

C‐2 混合融液の均質性評
価技術

泡や成分のムラの代表的大きさの分布
の定量化し評価

均質化過程の機構を把握に
必要 15/22

② 事業の計画内容

公 開Ⅱ．研究開発マネージメント （２）研究開発計画の妥当性

事業原簿Ⅱ-１

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

中間評価中間評価

2008 2009 2010 2011 2012

ガラス要求品質達成の基本的見通し【気中溶解技術】

超高効率気中加熱（搬送気体量低減）

設備設計～製作 ２～３倍規模炉での効率・耐久性・安定性向上超高効率気中加熱（炉条件適正化）

≦ 1500kcal/kg ≦ 1200kcal/kg ≦ 1000kcal/kg ≦ 950kcal/kg ≦ 900kcal/kg

超高効率気中加熱（粒子間温度均 化 最適化）

プラズマ・酸素炎複合加熱（安定化）

超高効率気中加熱（搬送気体量低減）

プラズマ・酸素炎複合加熱
（高安定化、低エネルギー化、低Ar化）

共通基盤技術(シミュレーション 気中溶融の基礎的解明）

液晶用ガラスへの適用 難溶融ガラスへの適用

超高効率気中加熱（粒子間温度均一化、最適化）

【ガラスカレット高効率加熱技術】

共通基盤技術(シミュレーション、気中溶融の基礎的解明）

カレット利用を前提とした新技術の基本的見通し

≦ 2200kcal/kg ≦ 2100kcal/kg ≦ 2000kcal/kg ≦ 1900kcal/kg ≦ 1800kcal/kg

高速高効率加熱（粗粒溶融）

超予熱（予熱カレット）
粗粒溶融の低エネルギー化、気泡低減化

設備設計～製作

設備設計～製作

高速高効率加熱（細粒気中加熱）

高速高効率加熱（原料-細粒カレット混合気中加熱） ２～３倍規模炉での効率・耐久性・安定性向上

【高速混合技術】

超予熱（予熱カレット）設備設計 製作

≦ 5hr ≦ 4hr ≦ 3hr ≦ 2hr

カレット利用を前提とした新技術の基本的見通し
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高速撹拌設備設計～製作課題抽出

均質性評価技術

２～３倍規模炉での効率・耐久性・安定性向上
（撹拌子形状・材質・配置方法最適化）



公 開Ⅱ．研究開発マネージメント （２）研究開発計画の妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

② 事業の計画内容
実績、及び予算

事業原簿０－２

実績、及び予算
（百万円）

2008 2009 2010 2011 2012 合 計

研究開発項目①研究開発項目①
気中溶解（ｲﾝﾌﾗｲﾄﾒﾙﾃｨ
ﾝｸﾞ）技術開発

２５３．１ ３２１．０ ３３９．０ (２９０） （２９０） （１４９３）

研究開発項目②研究開発項目②
ガラスカレット高効率加
熱技術

－ ３１．７ ９．３ （４０） （４０） （１２１）

研究開発項目③
ガガラス原料融液とカレット
融液との高速混合技術

６．７ ７．２ ７．７ （２０） （２０） （６２）

合 計 ２５９．８ ３５９．９ ３５６．０ （３５０） （３５０） （１６７６）

５年間総額：約１７億円程度投入予定
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③ 研究開発の実施体制

公 開Ⅱ．研究開発マネージメント （３）研究開発実施の事業体制の妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

③ 研究開発の実施体制

ＮＥＤＯ 技術委員会
委員（外部有識者）：６名

事業原簿Ⅱ－１８

東京 業 学

委託 委託委託

委員（外部有識者） 名

東洋ガラス株式会社

A-3.超高効率気中加熱用試験炉
およびエネルギー低減技術

B-1 ガラスカレット高効率加熱技術

（独）物質・材料研究機構

C-2.混合融液の均質性評価技術

（国）東京工業大学

A-1.プラズマ・酸素燃焼炎加熱
のハイブリッド化技術

A-5.気中溶融特有の現象とB-1.ガラスカレット高効率加熱技術
C-1.高速混合技術

混合融液 均質性評価技術 A 5.気中溶融特有の現象と
融液挙動の解明

PL（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ）

ナノスケール物質萌芽

ラボ ラボ長

旭硝子株式会社

委託

（社）ニ ガラスフォ ラム

委託

ラボ ラボ長

井上 悟

旭硝子株式会社

A-2.プラズマ・酸素燃焼炎加熱
の高付加価値ガラスへの
適用性評価

A 4 超高効率気中加熱用原料及び

（社）ニューガラスフォーラム

A-6.シミュレーション予測と
高精度迅速化技術

A-4.超高効率気中加熱用原料及び
溶融ガラス品質の評価
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③ 研究開発の実施体制

公 開Ⅱ．研究開発マネージメント （３）研究開発実施の事業体制の妥当性

事業原簿Ⅱ－１８

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

③ 研究開発の実施体制 事業原簿Ⅱ－１８
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公 開Ⅱ．研究開発マネージメント （４）研究開発成果の実用化、
事業化に向けたマネジメントの妥当性

④ 事業化計画内容

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

④ 事業化計画内容 事業原簿Ⅳ－２
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公 開Ⅱ．研究開発マネージメント （４）研究開発成果の実用化、
事業化に向けたマネジメントの妥当性

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

④ 事業化計画内容 事業原簿Ⅱ－２０

知財権の出願について知財権の出願 て
本プロジェクトで開発する技術は、まだ他に類を見ない

独自性のある技術であるため特許性は高いものになり得
るが そ 要点は ウ ウ 集積物 もあるため 知財るが、その要点はノウハウの集積物でもあるため、知財
化による公開は模倣による権利侵害リスクも高い。従っ
て 我が国発信の技術として価値を損なわないように知て、我が国発信の技術として価値を損なわないように知
財化については慎重に進めていく方針である。
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④ 究 運営管

公 開Ⅱ．研究開発マネージメント （５）情勢変化への対応等

「革新的ガラス溶融プロセス技術開発プロジェクト」（中間評価）第１回分科会

④ 研究の運営管理

NEDO主催による「技術委員会（年１回）」開催

事業原簿Ⅱ－２０

NEDO主催による「技術委員会（年１回）」開催
外部有識者の意見を運営管理に反映

技術委員
東京農工大学 亀山 秀雄 教授 愛媛大学 武部 博倫 教授
東京大学 森田 一樹 教授 九州大学 藤野 茂 准教授
早稲 大学 伊藤 公久 教授 中央大学 稲葉 次紀 教授早稲田大学 伊藤 公久 教授 中央大学 稲葉 次紀 教授

PL主催による「PJ担当者会議（年４～５回）」を開催

確 後研究内容の進捗状況確認と今後の方針を協議
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